
意見交換会における意見への対応について

第21回大和川流域委員会

（H24.3.12）
資料３－３

補足説明資料





 「大規模な治水事業（ダム、放水路、導水路等）に関する会計検査の結果について」

  平成２４年１月 会計検査院の報告資料より抜粋

ＵＲＬ　 http://www.jbaudit.go.jp/report/demand/24.html

ＵＲＬ　 http://www.jbaudit.go.jp/pr/kensa/result/24/h240119_1.html

ＵＲＬ　 http://www.jbaudit.go.jp/pr/kensa/result/24/pdf/240119_zenbun_1.pdf
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 「大規模な治水事業（ダム、放水路、導水路等）に関する会計検査の結果について」

  平成２４年１月 会計検査院の報告資料より抜粋

ＵＲＬ　 http://www.jbaudit.go.jp/pr/kensa/result/24/pdf/240119_zenbun_1.pdf

　（参考）
　　ＪＲ阪和貨物線地区整備関係
　　　平成16年7月　ＪＲ阪和貨物線運行休止
　　　平成21年3月　廃線
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 国土交通省ＨＰ　大臣会見より

ＵＲＬ　 http://www.mlit.go.jp/report/interview/daijin120120.html

～省略～
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　　  平成24年1月20日
　  　毎日新聞　朝刊　13版　27面
　　   ※著作権の関係によりWeb上への
　　  　  新聞記事の掲載はできません。



第21回大和川流域委員会

意見交換会（H23.11.28）の黒田委員からの質問

大和川における

①暫定堤防について？

②津波高さについて再検討の必要性は？

③想定外的な外力を考慮した耐震照査となっているのか？

補足説明資料②

第21回大和川流域委員会
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大阪府港湾区域

②大阪市の高潮堤

③大阪府の高潮堤

①国（河川）の高潮堤

河口付近の高潮堤防

区間 状況

右
岸

河口～0.0k区間
背後地は大阪市の港湾区域であり、
堤防管理者は大阪市。暫定堤防

0.0k～2.4k区間 高潮堤防完成済み

左
岸

-0.67k～0.6km区間
背後地は大阪府港湾区域
スポーツ広場・NTC事業他

0.6k～0.8k区間
背後地は大阪府港湾区域
暫定堤防

0.8k～2.4km区間 高潮堤防完成済み

計画堤防高は計画高水位＋余裕高と計画高潮位＋打ち上げ高の内、高い値を採用しており、暫定堤防
とは、現時点においてその計画堤防高に満たない整備途上の堤防を示している。
（大和川における暫定堤防の区間：右岸0.0kmから下流、左岸の0.8kmから下流）

⇒今後、関係機関との調整を行うとともに、減災対策のための課題の抽出や緊急時の対応について
被害最小化に向けた取り組みを行う。

黒田委員の質問に対する回答

①暫定堤防について
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第21回大和川流域委員会

②津波高さについて再検討の必要性について、③東日本大震災を踏まえた今後の耐震照査について

黒田委員の質問に対する回答

中央防災会議 南海トラフの巨大地震モデル検討会 中間とりまとめ ポイント（平成23年12月27日）より抜粋

第21回大和川流域委員会
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第21回大和川流域委員会

意見交換会（H23.11.28）の中川委員からの質問

上流側の奈良県における超過洪水対策について？

補足説明資料③

第21回大和川流域委員会

近年の記録的な集中豪雨による洪水被害の頻発や、東日本大震災等を踏まえれば、今後も治水施設の能力
を上回る洪水が起こりうるという基本的な認識のもと、自助・共助・公助の機能を強化するための流域全体に
わたるソフト対策を行います。

■ソフト対策の事例（まるごとまちごとハザードマップ【平成23年度設置箇所】）

大阪市

八尾市

堺市
松原市

柏原市

藤井寺市

三郷町

斑鳩町

王寺町 河合町

安堵町

川西町

三宅町

広陵町

大和郡山市

奈良市

多目的広場駐車場
【三郷町】

竹渕小学校
【八尾市】

市民交流館
【大和郡山市】

いこいの森
【三郷町】

保健センター
【大和郡山】

市街地に洪水標
識や避難場所等
の標識を表示

【洪水標識】

【洪水時避難所標識】

市民交流館
【大和郡山】

弁天苑
【松原市】

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
【松原市】

天美公民館
【松原市】

ぬくもりの郷
【川西町】

ふれあいｾﾝﾀｰ
【川西町】

曙川小学校
【八尾市】

三郷駅駐輪場
【三郷町】

志紀図書館
【八尾市】

堅下北ｺﾐｭﾆﾃｨ会館
【柏原市】

中央体育館
【川西町】

郡山東中学校
【大和郡山市】

中川委員の質問に対する回答
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